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を CafeOBJ に対する指針として用いることで特徴抽出手法を提案する。  特徴抽出では
入出力の関係と制限を示すものとして特に条件式に注目しこれを中心に抽出をおこなっ
た。また、検索手法では登録時に特徴を抽出し検索キーにも抽出した特徴と同じ表現を
用いることで抽象的で記述量の少ない機能面からの検索を可能にした。  
 提案した手法は従来の手法よりユーザの求めていた部分である機能の表現を高めた部
品検索を提案できた。キーワード検索などのもつ言葉の曖昧性の弱点に対し本手法では
機能の特徴を検索キーにすることで検索キーを一意のものとし機能重視の検索とした。
しかし、入出力の関係が希薄なものに対しては従来手法のほうが優れている。  
 今後の課題としては提案した特徴抽出手法の細部のルール作り、入出力の関係性が見
られないシステムへの適用、実装などがあげられる。  
 
 
